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本論文の構成は以下のとおりである．まず，第１章において研究の背景と鉄道におけ

る土砂流入災害に関する危険度評価法および鉄道防災のための降雨モニタリング法に関

する既往の研究を示している．第２章においては，鉄道への土砂流入被害の実態とその

防止法に関する現状と課題とを示している．つぎに，第３章において鉄道の土砂流入に

伴う被災事例分析に基づく線路近傍渓流の危険度評価法を示すとともに，第４章では現

場技術者のための現地調査方法と総合的な災害危険度の評価法を提案している．さらに，

第５章において列車事故防止を目的とした土砂流入予測を行う際に欠かせない情報であ

る降雨の新たなモニタリング方法について示すとともに，第６章において結論を示して

いる． 

本研究では降雨によって引き起こされる鉄道災害を防止することを目的として，線路

近傍の渓流を発生源とする土砂の流入に関する危険度を効率的かつ効果的に評価する手

法を開発している．過去に土砂流入被害が生じた渓流のデータ解析を行うことにより，

渓流の危険度評価を行うための新たな採点表を作成するとともに，数値標高モデル

（DEM: Digital Elevation Model）を利用して危険渓流を抽出する方法を提案している．

また，過去に発生した土砂流入災害の事例を対象として，レーダ解析雨量を用いて降雨

の距離依存性に着目した分析を行っている．その結果，土砂流入による被害の発生が確

認されたすべての渓流において，流域の最遠部から線路までの距離は約 1.3km におさま

ることが確認された．この距離であれば，渓流全体の降雨は線路直上の降雨との相関が

かなり高いと考えられるため，保全対象物直上の解析雨量の値を用いることによって土

砂流入の危険度を判定できることが判明した．  



論
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審
査
の
結
果
の
要
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本論文の特徴は以下のようである．①線路沿いの小規模な渓流において，地形，地質，

渓岸斜面の荒廃状態といったデータを用いて，土砂流出危険度を評価できる採点表を構

築した．②各渓流の土砂流出危険度と線路へ流入した土砂が列車運行に与える影響度と

を組み合わせることにより，災害危険度の総合的な評価手法を提案した．③斜面調査を

専門としない鉄道の現場技術者にも専門技術者と同等の精度で渓流の危険度評価が行え

る手法を提案した．④数値標高モデルを用いて広域的に数多く分布する線路沿いの渓流

の危険度を簡便かつ高精度に評価できる手法を提案した．⑤過去に土砂流入災害を起こ

した渓流を調査・分析し，線路から流域最遠部までの距離がさほど大きくない（最大で

も 1.3km 程度）ことを示し，線路直上の雨量を用いて土砂流入危険度を予測できること

を示した． 

鉄道にとって土砂流入はたとえ小規模であっても脱線事故等につながる危険があるた

め，本研究によって示された小規模土砂流出の危険性までを評価できる手法は有効であ

る．また，線路に流入した土砂の列車運行への影響度までを考慮して総合的に災害危険

度評価を行う手法はこれまでにないものであり，より合理的な危険度評価につながると

考えられる．さらに，渓流を線路近傍と線路から 100m 程度の管理範囲およびその上流域

の 3 エリアに区分し，それぞれに対して効果的な危険度評価法を提案している点は新し

い．上記の手法は専門家ではない現場技術者にも利用できるため，精度高くかつ効率的

に数多くの渓流に対して災害危険度を評価できるようになると期待される．また，リモ

ートセンシングやレーダ解析雨量といった近年急速に進歩してきた新技術を活用して，

鉄道のさらなる安全度の向上につなげようとしている点は評価に値する． 

以上の論文審査と公聴会での口頭試問結果を踏まえ，審査委員会は本論文が本研究科

の博士学位論文審査基準を満たしており，博士学位を授与するに相応しい水準に達して

いるという判断で一致した． 

試
験
ま
た
は
学
力
確
認
の
結
果
の
要
旨 

本論文の公聴会は，2020 年 1 月 27 日（月）16 時 00 分から 17 時 30 分までトリシア

Ⅰ都市システム系演習室１において行われた．各審査委員および公聴会参加者より，「線

路に流入する土砂の規模に関して評価する必要はないのか」，「High Risk Factor の設

定において評価者によるバラツキは生じないか」，「渓流の勾配と土砂堆積厚との間に

相関は認められないのか」，「将来的には DEM による解析だけで危険度評価ができる

ようになるのか」，「ハード対策とソフト対策のバランスをどのように実現するのか」

などの質問がなされたが，いずれの質問に対しても学位申請者の回答は適切なものであ

った．論文内容および公聴会での質疑応答を通して，学位申請者が十分な学識を有し，

博士学位に相応しい学力を有していると確認した．また，学位申請者は工学的な面にお

いても学術的な面においても高く評価される研究を行っており，2019 年 11 月の水工学

講演会での講演では，他の鉄道事業者のみならず道路事業者などからも学位申請者によ

る研究の成果を今後利用していきたいとの要望がよせられた．量的ならびに質的に優れ

た研究業績により後期課程 1.5 年在学での修了が適当と判断した． 

以上の諸点を総合し，審査委員会は，学位申請者に対し，本学学位規程第 18 条第 1

項に基づいて，「博士（工学 立命館大学）」の学位を授与することが適当であると判

断する． 

 


